
 

地域における"継承"の意義と課題 
－北陸・石川・金沢の事例を中心として－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

第 1回 満洲開拓史研究会のご案内 

▼参加方法 

▼日  時 2023 年 10 月 20 日（金） 
17:30～19:30（開場 17:00） 

事前参加予約は不要です。ご関心の
ある方はどなたでも、当日お気軽に
お越しください。 
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▼会  場 立命館大学衣笠キャンパス 
アカデメイア立命 21 
セミナー室 1（2 階） 

（金沢大学教授）  

近年、戦争体験の風化が進みつつあるなかで、戦争体験や「満州体
験」を語り継ぐ活動が各地で盛んになっている。今回は、金沢を中心

とした「満州体験」の継承活動の事態と課題を紹介し、参加者ととも
に「地域」の視点から満州体験を語り継ぐ意義を考えてみたい。 

「満州開拓農民入植図」→ 
（1943年、当館所蔵） 


